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内容要旨  
目的：褥瘡の予防対策として当院の全病床マットレスを一期的に
交換した。交換前後の褥瘡発生率を調査し、マットレスと院内褥瘡
発生との関連を検証した。  
方法：  2012 年 9 月 19 日～9 月 30 日にマットレス 519 枚を交換
し、その交換前 3 年間および交換後 5 年間の院内褥瘡発生を調
査した。対象は急性期病棟の 519 床の患者とし、 ICU・認知症緩和
ケア病棟等の特殊病棟は除外した。製品は交換前後ともにウレタン
フォームマットレス。評価方法は毎週の褥瘡回診において、院内褥
瘡発生患者における褥瘡発生部位と重症度評価 （DESIGN-R の
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深さ分類）を行った。  
分析：1）マットレス交換前後 1 年間の院内褥瘡発生についての
比較検討、マットレス交換前 1 年間と交換後 1 年間の院内褥瘡発
生数について比較検討を行った。統計学的手法はχ 2 検定を用い、
統計学的有意水準は 5%とした。2）年間の院内褥瘡発生率の算出、
1 年ごとにおいて、 (新規褥瘡発生者数 )  /  (新規入院患者数  +  前
年度末日の入院総数 )、を算出した。  
結果：1）マットレス交換前後 1 年間の比較：対象は、交換前 1 年
間において 16720 名、交換後 1 年間において 18302 名であった。
このうち、褥瘡が発生したのは、交換前が 184（1.10%）名で、交換後
が 137 名（0.75%）であった。両者間に有意差を認め（p < 0.05）、マ
ットレス交換によって褥瘡の発生率が低下していた。褥瘡の深さを
d1 または d1 以外で分類したところ、d1 の発生では交換前が 50 名
で、交換後が 35 名であり、d1 以外の発生は交換前が 134 名で、交
換後が 102 名であり、褥瘡の深さに関わらず両者間にも有意差を認
めており（p < 0.05）、褥瘡の発生率が低下していた。さらに褥瘡の
発生部位別に比較を行うと、仙骨 ・殿部 ・尾骨 ・頭部において両者
間に有意な発生率の低下を認めた。なお、いずれも期待度数は 5
以上であった。2）年間の褥瘡発生率：交換前の褥瘡発生率をみる
と、2010 年 1.39%、2011 年 1.49%、2012 年 1.64%であった。交換後
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では、2013 年 0.69%、2014 年 0.33%、2015 年 0.38%、2016 年 0.34%、
2017 年 0.47%であり、マットレスの交換後は交換前と比較して褥瘡
発生率の低下は維持されていた。なお、交換前後でマットレス選択
基準・看護計画方法・栄養管理方法・褥瘡予防および処置方法に
変更はなかった。  
考察：本研究によって、519 枚のマットレス交換により院内褥瘡発
生が有意に低下した。部位別では褥瘡発生の好発部位である仙
骨と尾骨と頭部 ,  および殿部の有意な院内褥瘡発生の低下を認
めており、マットレス交換後は褥瘡発生率を低値で維持している。褥
瘡発生に対するマットレスの重要性を再認識し、マットレスの劣化が
褥瘡発生に関与している可能性が示唆された。  
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